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神 の 子 との

ふ れ あ い

昨春 、夢と希望を胸 に抱いた

小さな子どもたちと運命的な出

会 いをして、早 くも 1年の歳月

が流れて過 ぎた。この間 、子ど

もたちの純真さ、回復力、こだ

わ りのなさ等に大きな感銘 を肌

に受けてきた。殊 に地球上 の習

慣には完全に支配 されず、われ

われ大人の持 つことの決 してな

い感受力を見ることができた。

一見気 まぐれに思える行 動が、

実は宇宙の意識か らの メッセー

ジを素直に表現 したものであつ

た りすることがしばしばあった 。

10年 近 くも学び続けてきた宇

宙哲学 を、この教育の場 で実践

応用することが私 のかねてから

の夢でもあったが、このむずか

しさを実感 させられ、自分の忍

耐力の欠乏をイヤというほど思

い知 らされた 1年間でもあった。

頭の中では理想 とか金星人の

生活のような遠大な精神 による

教育をいつも思い巡 らしていた

が 、教室に一歩足 を踏み入れた

途端 、自分の思い通 りのプ ログ

ラムが運ばなか つたりすると、

体内か ら怒 りの想念 が泉の ごと

くにわき起 こって、説教 が始 ま

った りする。説教をしながらも

「こんなんではいけないんだJ

と反省しながらも 、自分がアダ

ムスキーか久保田先生 になつた

つも りで大勢 の子ども達の前で

演説をぶ って、自己満足 してい

たのだと深 く反省 している。

子どもたちを生かし続 けて い

る宇宙の意識がどの子 にも宿 っ

ていて、毎 日どんどん成長 させ、

はちきれんばか りのパワーを子

どもたちに注 ぎこんでいる。彼

らは そのチ イル ドレン ・パ ワー

を放出したくてたまらず、Ellき

回 りたくてし ょうがない。おし

ゃべ りした くてし ょうがないの

だ。チ ヤイムとともに教室を飛

び出し、メチ ヤクチ ヤ遊んで 、

チ ヤイムとともには決 して帰っ

てはこない。すべての子どもた

ちが神の子 であ り、今 、私 とと

もに肌を触れ合 えるほどに接近

して、そばにいるのだ ! 私は

神の子の面前にいるのだ !

こんなふうに年がら年 中思え

て、私 の心の中に余裕 があれば

素晴 らしいのになあ～と、夜 自

分の寝 ぐらに帰 っては、一 日を

lFFり 返 り、「あすこそは Jと 思 っ

たりする。

手 どもを

も っと知 るべ き だ

どんな人でもたいていおかあ

ち ゃんのおなかの中からウプ声

をあげて生 まれ 、地球の大気 を

吸つて、母 なる地球の恩恵 に浴

トップでラス トを飾 ります !

給 構 市

山 口緑
して成長 して くる。宇宙の意識

の愛 ある導きに万人が対象とな

っている。それにもかかわ らず 、

子どもたちは多 くのものにおび

え、震 えて生 きる ことに苦痛を

感じたり、放棄 した りすること

さえある。

1年間の教師生活を通して、

私は やは り大人のパ ター ン化さ

れた狭い考えを押 しつけて、子

どもの特権である よ
自由な、宇

宙的な表現"を規制 してきたの

ではないだろ うか、と胸を痛め

るのである。子どもは大人を仝

面的に頼 っているだけに、大人

は子どもという純白な紙の上 に

無造作 に落書きを してはならな

いのだ。まず子どもをしつか り

と見て、子どもたちの表現を理

解 してみたい。子どもたちを私

がしか り飛ばす以 上に、彼 らは

私のいい加減 さを私 に教えて く

れたし、増してや、私が彼 らに

給料を支払 いたいくらい、彼 ら

は私に貴重な宇宙的な片われを

た くさんプ レゼン トして くれた

のである。

最後 に、私のクラスの一少女

が 1年生の最後の 日に、私あて

に書いて くれた作文を紹介して

このシ リー ズを閉じたいと思 う。

この作文を読みなが ら、戻を落

とし、この子 に救われた思 いが

したのである。私のダベ リを忍

耐強 くも連載 して くれ た安藤澄

雄氏 には感謝してもし尽 くせな

い ことはないが、とにか く感謝

したい。

一一先生 、いつもど うもあ り

がとう。一年 かん、ず つとめ

んど う見て くれた り、あそん

で くれた り、べんき ようをお

しえて くれた り、いろんなう

れ しいことや、かなしいこと

や、いつもいつもあ りがとう。

たのしいこころをもち こんで、

むねをいっぱいひろげて山口

先生 をたのしませる こころを。

一年五 くみのみんなは、山口

みど り先生の ことをいちばん

すきなのに、わかれるなんて

さみ しいです 。

(こ の子は 2年 になつた ら、

別の先生 になると思 ったので

し ょう。一―著者注 )

安藤君 、ケ ッコンおめでとう。

先を越 されたね !お しあわせに。

ゞ  。

Fた
ぃょぅJの

連 載 黎 えて …・

仙台市  安 藤 澄 雄

「やまぐち ィ～、あそんでく

れよ～ !Jこれが教師に発せ ら

れる言葉 だとは、私 にはとても

信じられない。私のがわいらし

い小学 1年時代 には、先生 とは

女神 でこそあれ (女の先生 でし

た)決 して大のポチではなかつ

た。だから先生 と何かして遊ぶ

というのはせいぜいおゆ うぎで

あって 、決 してプロレスごっこ

だとかガンダムごっこではなか

ったのだ。先生 とは (男女を問

わず)コ ワイ存在だったのだ。

なのに山口先生 スノとこの子供

達ときたら、大声で怒鳴 られる

と「こわくないも一んJと 答 え

るのだ。実にけしからん !

けしからんのは子供達ばか り

ではない。この前 、山口先生の

教室を見 せてもらった。 1年生

5ク ラスの うち、一番舌し雑 なの

ですぐわか った。第一先生 の机

の上が最も舌しれていた。あれ で

は子供 に「きれいにしろJと 言

うほ うが無理 である。

作文 も見せてもらった。色鉛

筆で捕 ぃた表紙もついていた。

「・…・ ::!J何て 自由で見事 な

表現 だろ う。これが 1年生 の手

によるものとは思 えぬほど素晴

らしい。自由そのものだ !

この子供達は今年 も山口先生

のクラスになつた 。私はち ょっ

びり彼 らがうらやましい。
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素直に正直に
想念 の観察 を実行 しています

と、少 しず つ精神が向上して く

るのがわか ります 。これを始め

た当初は 、それ こそ細大も らさ

ず手帳につけようと意気込 みま

す。自分の未熟 さを自覚 してい

る時期 ですか ら懸命に精神 向上

を 目指します 。しかし年数を経

るにつれ、だんだん適 当になつ

てきます 。「 まあ、ォレも これ

くらい長 くGAPに いてアダム

スキー氏の本を読んだ り聞いた

り、久保 田会長の言葉を読んだ

り聞いたり、あるいは仲間たち

と語 り合った りしていて、みん

なも自分 の ことを悪 くは思 って

いないようだし、なかなか いい

線いってるんじやないかなJな
んて気分にもな りがちです。そ

して 自分はかなり高貴な精神を

持っていると漠然と信 じた りし

ます。新入会員 にたいして ザ`

(Tlle)先 輩、といった顔で 教`

え諭そう、とした りします 。

ある時 、初心に帰 って自己を

観察すると、驚 くほどのエゴに

気づきます。それでもマイン ド

は我を張 ります。「 オレが こん

な想念を起 こすはずないじゃな

いか。宇宙的人間を 目指 して長

年生 きてきた、このオレがJと
瞬間的に自分の想念から目をそ

むけ ます。これ では何にも な り

ません。心を素直に正直に見 つ

める訓練を しなければ、テ レパ

シーの開発も精神の向上も望め

ません。

我々は地球 に住 む人間です。

どんな低劣な想念 が起 ころ うと

不思議ではありません。同時に

我々は大宇宙 に住 む人間でもあ

ります 。どんな高貴な想念が起

こつても不思議ではないのです 。

ゆがめた り、目をそむけた りす

ることなく、自分を見つめてい

きたいものです。良 くない想念

が起 これば起きたで、精神 向上

の資料を与えられた くらいに思

つて検討すればいいでし ょう。

想念を恐れた り、執着 した りす

るのが一番悪いと思います 。

―Jの 中の 自`分でためせ、と

い う項 目で述べています 。

想念観察 によって細胞を解放

し、さ らに宇宙ll」 想念を起 こし、

宇宙的啓示の呼び水 にする。そ

うすれば、どっとばか りに良き

印象 ・想念が流れ入 って くるは

ずです 。こう日で言いますと非

常 に簡 単ですが、実際は言 って

いる私 もそう容易にはいきませ

メυ。

時折 、うまくいって非常 に高

揚す ることもあ ります。いきの

いい想念 がどんどんわきます。

そのまま平静にその状態を見 つ

めていればよいのでし ょうが、

私の心はす ぐ騒 ぎます。喜び浮

かれて しまうのかもしれ ません。

する とその高揚感は去 つていき

ます。この時風が吹けば
『

風と

共に去 りぬ 』ということにな り

ます・・……冗談です。

ともか く、宇宙的想念を、気

づいたときに数多 く起 こすとい

うのは必ず/‐ ●果があります 。

宇宙的想念を自ら放 つといい

ますと何だか大げさに思 えます

が、 こオ■lま 「よし、オレはやれ

るぞ 11でも「みんなと一体。

宇宙 と一体Jで もいいと思い ま

す。それを繰 り返せば ミラクル

ワー ドとい うことにな ります。

あまり難 しく考えずに、自分

の心を前向きに明るく、あるい

はゆった りとさわやかにするよ

うな想念を積極的に持 つといい

と思 っています 。

GAPばれ喉
精 神 的 な 成 長 を 図 る 場 LI、 だ

れ し も 修 養 の 方 法 と い う も の を

考 え ま す 。

あ る 人 は 手 帳 な ど に 書 き つ け

た 言 葉 を し ょっ ち ゅ う 読 む こ と

で 心 が 落 ち つ き 、 明 る く な る で

こノよ う 。 あ る 人 は 自 分 な りの ミ

ラ ク ル ワ ー ドを 唱 え る と い い か

も し れ ませ ん 。

八 I一 、一
′
、E性 が あ り ま す 。

自 分 な

'■
■ ■ を 見 出 す べ き だ

と ア タ ム スニ ー 三 も 三 っ て い ま

す ,t´ 、 1と ti● つ て す こ く

■ 具 ″ あ ,t iiti、 自 分 に は

全 黙 桂 ■itな ■ こ と も あ り ま

す し 、 そ ■「三t^ろ で し ょ う 。

そ う い っ t言 |― で も 色 々 の 人 と

意 児 を 交 ,す る こ 1ま 夫 tlで す 。

時 折 :́、 と言 うこ で す が 、 も し 、

ア ダ ム ス キ ー 三 1,書つ だ け で た

っ た 一 メ、研 究 し t tiて い た ら 、

私 な ど は ■ な 方 F:こ 行 っ た の で

は な い か ,GAPと ぃ ぅ集 ま り

が あ つ て 、会 長 |ま じ め 数 多 く の

人 と接 し て 教 え て い た だ い た り

意 見 の 交 換 を し て 、 何 と か 今 に

至 っ た よ う な 気 が す る の で す 。

も ち ろ ん ア ダ ム ス キ ー 氏 の 哲 学

書 は 他 に 類 を 見 な い宇 宙 的 な 内

容 で す 。 し か し私 な ど は 最初 は

これ を 最 高 の 指 導 書 だ と 信 じ な

が ら も 、 い っ た い ど う や っ て 実

践 し て行 け ば よ い の か 全 くわ か

らず 、 手 さ ぐ り状 態 で し た .書

物 を 熱 読 す る と と も に 、 同 じ研

究 を す る 人 々 と 交 流 す る こと に

よ つ て理 解 が 深 ま っ て い く よ う

で す 。

私 た ち に と っ て 社 会 と は 、 自

分 が ど れ だ け の も の を マ ス タ ー

し て い る か を 試 され る 試 験 場 で

も あ り、 欠 く こ と の で き な い も

の で す 。 そ れ は 時 に厳 し す ぎ る

よ う に感 じ られ ます が 、 東 京 の

月 例 会 に 出 席 す る た び に 生 まれ

変 わ つ た よ う な気 が して 、社 会

人 と し て ま た が ん ば る 元 気 が わ

い て き ま す 。会 場 に い る と 本 当

の 兄弟 姉 妹 と共 に い る 心 情 に な

り ます 。 そ の 意 味 で 、 会 長 の 言

わ れ る 「 GAPは 家 族 で あ る J

と い う 言 葉 が 大 変 気 に 入 っ て い

ま す 。

私 の よ う な 者 と 兄 弟 に な る の

は い や だ と ぃ ぅ方 も い ら っ し ゃ

る と思 い ます が 、 そ う ぃ ぃ な が

ら体 形 上 非 常 に 似 て い る 方 も あ

りま す 。 (一 同 笑 )そ う い う 方
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本年 3月 5日の東京本部月例会にお ける体験講演 より 加筆訂正有 り)

常婿旨しない

それから先程申しましたよう

に、人間は理論的にはどんな想

念でも受け取れますし、自ら起

こす こともできますか ら、人に

よつてはひんばんにテ レパ シー

や啓示を受ける場合もあるでし

ょう。様 々な ことを見抜 いて自

分のために役立てた り、さらに

他人にア ドバイスできる人がい

ます 。GAP内 にもいらっしゃ

ると思 います。

しか し注意すべきは、田象に

執着 しす ぎないことだと思い ま

す。アダムスキー氏でさえ自己

の印象をプラザーズに確認して

いたそうです。印象に従って生

きなさいという教 えと矛盾する

ようですが、決 してそうではな

いと思 います 。印象に注意を払

いつつ、Ell象 にたいして謙虚 で

あるべきだと思 うのです。真に

相手を見抜き、相手を向上 させ

得る程発達した人は 、Ell象に執

着 した り、他人に押 しつけたり

は しないものです。

自ら宇宙臨
今年 に入 ってか ら私 が特 に肝

に銘 じていることがあ ります。

それは ｀
宇宙的想念 、を少 しで

も余計に放と う、ということで

す。これはGAP会 員の方 々に

してみれば 、ごくあた りまえの

ことのように思われ るでし ょう

が、それでいて結 構忘れがちな

ことでもあるように思 えます 。

宇宙的想念を自ら積極的に持

つ ことは、良き印象を 自分に引

きつける効果 があ ります。 これ

はアダムスキー氏 が「テ レパ シ
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は是非「 日本人体形保存会 J

お入 り下さい。 (一同笑)

笑いは′マワー

|こ て理解 できたのです 。彼女 らは

非常 にパ ワーが強 まってきてい

るのだと。そして 、このまま素

直 に成長 して くれ るといいなと

思 いました。

私が一番気 をつけていること  私は難問が来れば来る程 、ニ

の一つに ｀
明るさ、があります 。ンマ リ笑おうと思います。 |お

最近 、ネクラ(根暗)と いう言 ぉ、来たか 。待 ってたぞ Jと い

葉がはやっています 。「根が晴 ぅ具合に、にっこりしようと思

いJと い う意味だそうですが、 ぃ ます。別に難行 苦4」 を求める

本当に根か ら暗い人はそんなに っも りはさらさらあ りません。

いないでし ょう。しか し笑 って それでも、地球に生 まれて 日本

は損をするといった顔 で街を歩 に住むな たちは、何 らかの問題

いている方を時折見る ことがあ な り壁なりに出くわさざるを得

ります。 ないでし ょう。そんな時は私は

はしが転げても笑 う年ころと に っこり笑 お うと思います 。私

いうのがあ ります。特 に女性に たちは、永 遠に続 く宇宙 に生 き

あるようです 。年老いた人か ら てぃます。その宇 宙を創造 した

見れば、コロコロと転げるよう 宇宙の意識によって生かされ て

に笑 う彼 女らが、少 しバカらし ぃます。そして、意識と一体化

く見えたり、うるさ く思 えたり したスペース・プラザーズが見

します。ところが、あの笑いは 守 っていて くれ ます。

宇 宙的パ ワーが本格的にわき起

聾F譜]理Σ2曇i員:3愛は惜颯
素直に成長 しているという見方  冒頭 で述べましたように、今

もできると思います 。ゆがんで 年に入 ってなぜか非常に良き印

変な方向に4Tき 始めると人間は 象がゎくようになりました。ブ

素直 には笑えなくなるものです 。ラザーズが 、その視福の想念を

前にいた駅 で改本し口に立 つて ょり強めておられるのか、また

いた時です。私も まだ紅顔かれ はそぅぃぅ時期 なのかわか りま

んな美少年 でした。 (笑)女子 せん。あるいは私が珍 しく成長

高校生 がキ ャッキ ヤッと笑 いさ したのか、はた また、珍 しくな

ざめきながら集団で改本し口に来 く感違いしているのか、これも

るわけですが、そぅするとこう、 ゎか りません 。

パ ッと 目をふせて 一― あの ころ  今私が思 つているのは 、この

は非常 に純`階で した。本当はそ ゎぃてくるものをそのまま放射

うではないのでし ょうが、なぜ してみようということです。今

か自分が笑われているような気  まではあま りに考えすぎて、素

がして、騒がし く、あるいは う 直にパ ワーを循環 させて いなか

とましくさえ思 つたのを記憶し ったょぅに思 うからです。その

ています。もてない男のひがみ まま放射す るというのは決 して

もあったかもしれ ません。   「 こぅぃうような LT」 象がわいた

ある 日、なぜか良きフ ィー リ ょJと 他人にしゃべ りまくると

ングのわ くときがあ りました。 ぃぅことではぁ りません。その

その 日は変な思い入れがな く女  感` じ、を そのまま外部に放 つ

の子たちを直視 できたのです 。 とぃ ぅことです 。ぃぃ感 じがわ

いつもは変に 目につき、耳にさ ぃて、それを素直に放射 してぃ

わる彼女らの笑い顔 、笑い声も けば、ょ リー層大 きなものがわ

不思議に快 く感 じました。加え ぃて くるのではないかと思いま

て、ある印象が起 こりました 。 す。それゆえ、愛は'店 しみなく

「娘たちよ、笑 うがいい、はし 与 えるべきです。金や物 では な

ゃぐがいい。あるが ままに、わ く、久保日会長 の言われる通 り、

き起 こるが ままにJと いうフ ィ 万物万人を視福する想念が大事
― リングでした。そのとき初 め だと思います。

この「素直にそのまま放射す

るJと いうことに関連 して気 づ

いた ことがあ ります 。それは、

良き想念は思い切 って放て、と

いうことです 。

私は以前、良き想念 を唱えな

がらも 「こんな想念でいいのだ

ろうかJと か「本当にこううま

くいくのかなJと い つた、いわ

ばブレーキをかけながらアクセ

ルを踏む ようなや り方を してい

た時があ ります 。意識してそう

していたのではなく、知 らず知

らずの うちに雑念を入れ ていた

のです。これでは折角の想念も

効果があ りません。少 なくとも

その時は引つかか りをな くして

思い切 り想念を放つべきです。

スポー ツ界でも似 たようなと

ころがあ ります。野球 のビ ッチ

ヤーは練習では色々自分 自身を

チ ェ ックしてよ り良い投球 を 目

指 します。しか し、いざ試合 と

なると、身についたものを信 じ

て、思い切 った投球を します。

思 い切 るとい うのは決 して 力`

む、ことではあ りません 。むし

ろ、信 じ切 った、すっき りした

気分 というふうに言 ったほうが

いいかもしれ ません 。この時 、

「 ああ、打たれるかも知れない J

とか「負けたらど うしようJと
か「ち やんと投げられるかな |

などという不安があ ったらきっ

と本当にダメなピ ッチングにな

つてしまうでし ょう。自信を持

つて、思いrJlっ て投げてこそ、

本来の力が発揮 されます 。

―Aじゃない,

き ょうの演題を 「我れ天界に

ありてJと つけたのには、少 し

理 由があ ります。

確か20歳になる前だ ったと思

います。色 々なことでnXlん でい

た一時期 があ りました。重い足

ど りで街を歩いていました。く

よくよとした想 ぃが心を支配し

ていました。その時突然ある言

葉が心に浮かんだのです 。「我

れ天界にあ りて、他に家なし、

我があるは我が家 な りJと いう

言葉でした。実際 にこうした漢

文調でわき起 こったのが今でも

不思議に思います。

「そうなんだ。自分は宇宙に

いて、宇 宙に生かされ ているん

だ。ど こもかしこもその力に満

ちている。 ここ、自分の今歩い

ているここでさえ自分の家に他

ならないんだJ― こう思 った

途端 にパ ッと心が晴れたのをハ

ッキ リ覚えています。

な はつまらぬ ことで何度も悩

みました。そのたびに、こうし

た 言`葉、で救われた り、たく

さんの人の助言に 目を見開かさ

れ ました。今 でも忘れ られない

ことがあ ります。も う10年 も前

になるでし ょう。苦 しい思いを

手紙 にして久保日会長へ送 った

ところ、次の ような激励のご返

事をいただきました。「どんな

事態であろうと、私 とGAPの
メンバーは あなたの味方です 。

元気を出して 、がんばつて下 さ

いJ一―私は涙があふれて 止ま

りませんでした。そして、再度

勇気 がわいて きました。

人間は一人で生 まれ てきて、

一人 で死んでいきます。 これは

動かせない事実です 。しかし私

たちはその奥底で意識 というも

ので結 ばれているということも

知 っています 。も ともと一 つの

ものから出たか らこそ、ある人

の考 えを他人が理解する ことが

できるのです 。

不幸にも地球人は、人間一人

一人は別のものか ら生 まれ、分

離しているのだという錯覚 に陥

りました 。その錯覚は根強 く、

われわれを時折揺 さぶ ります 。

人間 は本来一 つ、宇宙は一つ、

ということを叫ぼ うとす る私た

ちには住 みに くい世の中である

かも しれ ません。

ここに若い後輩たちを導 き、

激励 し続 ける久保 田会長 のもと

に 日`本 GAP、 がぁ ります。

アダムスキー氏は、人間は一人

ぼ つちではないことを教 えてく

れ ました。そして私 たちには こ

んなに素晴 らしい仲間がいます 。

私 もできる限 りの努力を続 け

てい くつも りです。今後 とも 、

互いに激励 し合いながら、共に

がんば つていこうではあ りませ

スυ力)!
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ガラスの小 びんの中に

カラカラにかわいた花び らが

ひつそ りと ねむ つています

ラベンダーの花と 干 した

レモ ンの皮と オレンジの度を

いつし ょに入れて

私だ けの

思 い出のポプ リをつくります

甘 く 精 ンヽっばレヽ す っばυヽ

そして

思いきり青い思 い出を

春 になれ ば緑があふれ、6と り

ど りの花々が咲 き出す。

夏 ともなればこの世の生命を一

生 けんめいに表現 していく花を

見 れば、たお りたくなる。部屋

にかざってうっとりしたい。

でも、思 うのです 。花はその

地 で咲いてこそ美しいのだと。

花びんに生 けた花は 、二次的 な

美しさになるのだ 一ヽ ―と.

やがて、涼しい風 がふきぬけて

ゆく季節 。花びらは散 り、葉も

色を変え、やがて大地へ と落ち

てゆきます 。

は つとす るほど空 が大 きく広 く

見 えます 。

夏のなこりの花びらを、やさし

くほぐして、陰干 しします 。

色が変わらない様 にゆっくりと。

街 で見かけたし ゃれたビン、空

になった化粧 ビン、チ ョコレー

トやアメの入った小 ビンも、私

だけの小 さな思 い出を 、そつと

しまいこむのにいいのです。

いつ、どんなときでも、小びん

をのぞきこむたび 、あのときの

道 、あのときの空の色 、人々の

ざわめきがよみがえります。

ほんの り香 るラベンダー、ジヤ

ス ミン、シナモ ン、グロープ、

あ らゆる香料 と花びらの香 り。

ああ、そうだ った 、あんなことも

言つたわ、あんな顔 もしたわね 、

うれ しか った、さびしか った。

単 魚 亀 』舅 米 ず 読 二 i甦
だ。以前は 、時間が売る程あった。今は買いたい程 ない。それは

職場が変わったせいである。とびき り忙 しい所へ転勤 した。書 く

ことも読む ことも時間的に困難になつた。現 に こうして 草`原 ゛

を書いているではないか、と言われ そうだ。しか し、これは手洗

いや風呂といった機会 に考 え、朝食を摂 りなが らベ ンを走 らせて

いるのだ。それで今回は、香 り高く湯気 に煙るようなおいしい文

章になつているはずである。左手にフ ォーーク、右手 にペンの この

姿を見たら私の想像を絶する忙 しさを理解 していただけるに違い

ない/の んび り屋の私だから余計 に感 じるのだろう。風 というか

地獄のような 目まぐるしさは過 ぎた。「 ここを過 ぎれ ば左団扇だJ

という先輩の言葉 をようや く信 じられる気分になつた。これも一

つの経験ではある/日 本人が勤勉 なことは世界的にも知 られてい

る。だからこそこの小 LTIが 経済大国 と言われる程 になつたのだ。

隣を見て、わいて くるような仕事に没頭する先輩達は確 かに活気

があつて頼 もしい。遅 くまで残業 しても不平 一つ言わない姿 も力

強 い。しかし、それだけでいいのか、と思 いたくなる。彼 らの話

題は仕事であ り、出世 である。尊敬すべきは「○長Jと 名 のつく

人物である。もちろんどんな仕事でも少 なからず他人に役立 つて

いる。私も極力意識のパ ワーが奉仕のために我が肉体を使用 して

いる、と思いつつ仕事に向かっている。それでも根が怠慢 な私に

は 、6日間働 きづめに働 いて 日曜 日は寝て暮らすといった生 活は、

とてもできそうにない/澄雄君 、博子 さん、オメデ トウ。

大 会 終 了 後 、 21日 に ご 結 婚 な さ

る お二 人 の お 祝 い を か ね て 夕 食

会 を 開 き ま す 。 ふ る っ て ご 参 加

下 さ い 。 (希望 者 の み )

時間 /′ 13時 ～20時 、会場 /ホ テルサンルー ト米沢、会費/5000円

1宿泊 |ホ テルサンルー ト米沢 (山形県米沢市門東 町 3-3-1、
80238-21-32H)を お世話 いたします。

[:[|::[::[i肇
員[言8五ittIFF言二置馨皇占出

0申込先/〒 992山形県米沢市松が,甲 2丁 目4-31 清水正

宇都宮市

菊 地 啓 子

過 去 を つ く ら な い で生 き て ゆ く

こ と が で き な い の な ら 、

良 い 過 去 (む か し)を つ く ろ う 。

未 来 の あ る 日 、 ふ と思 い 出 し た

と き 、 ひ と と き 思 い 出 に ひ た れ

る む か し を つ くろ う 。

花 は 秋 に な り や が で 冬 に な る と

大 地 に か え り、

そ の 姿 は 消 え て し ま い ま す 。

未 来 に 夢 を 持 って い る 人 、

夢 を あ き らめ 、 い の ち を 枯 ら し

て は い け な い わ 。

た と え こ の 世 で の 肉 体 は し だ い

に老 い て ゆ こ う と も 、

胸 に い だ い た 無 限 の夢 は 、

別 の か た ち で 大 き くは ば た くで

し ょう 。

この 世 の 人 々 の 目に は 、

つ ま ら な く映 つ て も 。

夏 の 色 を 残 し た 花 び ら が

乾 い た 音 を た て な が ら

小 び ん に  入 っ て ゆ き ます

思 い 出 と 夢  希 望  と い う

香 料 を い っ し ょに 入 れ て

ふ た を し た ら

リボ ン を  む す び ます

これ で  で き あ が り

籍 齢
今 年 も 下 記 の 日程 で 東 北 か ら力

強 い 宇 宙 的 想 念 を 放 射 し ます 。

夏 に 向 か っ て 腕 を 広 げ る 米 沢 の

深 緑 と 一 体 化 し 、新 鮮 さ を 持 ち

帰 つ て み ま せ ん か ?

・ ・・ ・ ・ ・ 記 ・ ・ ・ ・ ・ ・

日時 /5月 22日 (日 )

10時 30分 ～ 17時

会 場 /置 賜 (お い た ま)総合 文 化

セ ン タ ー (山 形 県 米 沢 市

金 池 三 丁 目 1-10

雪 (0238)21 6111

会 費 /2000円  記 念 写 真 700円

内 容 /8ミ リ記 録 映 画 「 エ ジ プ

ト・ ヨ ー ロ ッパ 宇 宙 考 古

学 の 旅 |、 会 員 講 演 (漆山

晃 治  伊 藤 睦 史 )、  会 長

講 演 「 宇 笛 の 法 貝」の 生 か

し 方 J、  質 疑応 答 、 他 。

歓 迎夕復会
“υ 湾水正さん、敏恵さんυ

こ結婚おめでとうパーティー

館婚おめでとうg瓦理見烹嘲応
本 日 (4月 24日)、  イビ1台 支 部

の安 藤 澄 雄 氏 は 、 北 海 道 帯 広 市

の GAP会 員 で あ っ た 博 子 さ ん

(旧 姓 大 橋 )と め で た く結 婚 に ゴ

ー ル イ ン し ま し た 。 お二 人 の ご

多 幸 を 祈 り ま す 。 一― な ど と 自

分 で 書 くの は 非 常 に 照 れ く さ い

も の で す ね 。今 後 は二 人 で 力 を

合 わ せ て 、 よ リー 層 GAP活 動

に 専 念 し て い く つ も りで す 。(⇒

―ジでお届 けします。繊細な原

稿をお寄せいただいた菊地啓子

さん、あ りが とうござぃました。

また、山口緑 さん 、長 い問ご苦

労様でした。

O来月はいよいよ山形・仙台合

同支部大会です。両支部役員一

lp■ 、皆様のお越しを心からお待

ちしてお ります 。

Oご感想をお寄せ下さい。(A)
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